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l はじめに

本稿は、エチオピア連邦民主共和国の最南部で話されている、ナイル・

サハラ系iの東部スー夕、ン語群(EastSudanic)の中のスルマ (Surma)諸諮斗こ

属する少数民族言語コウェグ (Kowegu)諮3のガルギ夕、方言4の音素白銀を

本本稿のデータは、 2011年 2月及び 8月にエチオゼア連邦民主共和国内のニャンガト
ム(Nyangatom)弁iのコウェグ(Kow己gu)語地域のガjレギダ(Galgida)村出身のスィンデ(Sinde
Atabo)氏(欝査当時 18歳)をインフォーマントに現j也溺査したものである。インアォーマ
ントのスィンデ氏にはここに感謝の悲な表したい。なお本稿は、平成 22.........25年度科学研究
費基盤研究 (B)r変容するエチオピア諸言語の静態と動態に関する総合的研究，ならびにヂー
タベース構築j代表柘植洋一(金沢大学)(課題番号 22401046)による研究成果の w 制lである。

?山口大学人文学部

iコ二チオピアで話されるナイル・サハラ系言語は、ガンベラ鹿辺とジンカj笥辺に分かれて
いる。ガンベラ潟辺には系統的にベjレタ・コムズ系の討議が、一方ジンカ路辺にはナイ口一
ト・スルマ系の言語が存在する。

2 Bender (1976)、Lewis(2009)参照。

3現在コウェグ請が話されている地域は複数の集落として点在しており、それを正確に表
現している地図はない。参考までに論文末に Ethnologue16thの地図を国 1として載せてお
く。

4Ethnologue 16版では、“iくwegu(lS0639-3:xwg)"という名前で登録されていて、百IJ名として
Bacha、Koegu、Kwegi、Menja、Nidiが記載されている他に、方言名として Yidinich(Yidinit， 
Yidi)、Mugujiが挙がっている。クチュル村で行われた先行研究では彼ら自身の発音に従い
コエグ (Koegu)語としている。先行研究によれば、コエグ語は元々オモ)11沿いに小さな集落
として点在して存在していたのであるが、周辺民族(カロ)の圧力によりクチュル村に多く
の集落出身者が集まって現在の状態になったとされる。一方今回調査したガルギダ村はその
ような影響を受けなかった集落の一つであり、調査した限りでは、先行研究のデータと比べ
て異質な言語特徴を含んでいると思われる。そこで本稿では暫定的に村名を代表させて「ガ
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提示することを目的とする。

コウェグ語は、今回インフォーマントとして協力し1ただいたスィンデ氏

よれば、ニャンガトム(Nyangatom)州の行政管理局がある中心地からオモ

川流域に沿って 4つの村で話されている。コウェグの中心地で行政管理局

もあるクチコール(Kuchur)村に約400入、それ以外にチャラカ (Chalaka)村

に42入、デーラ (Deera)村に 48人、そしてインフォーマントが暮らすガ

ルギダ (Galgida) 村に 56 入、都合あわせて約 550 人の話者しかいなしì~~小

言語である。村にはヤギや羊を若干所有しているものの、牛は所有してお

らず¥それ以外は猟犬が何頭かいるだけで、主にオモ川の魚漁やサバンナ

のイボイノシシなどの小動物の狩猟、蜂蜜の採集で、生活を営んでいる

狩猟採集民族である。主食はエチオピアで「ガンフォJと呼ばれる穀物粥

で、それに蜂蜜をかけ、魚や動物は焼いて食べる。

ガルギダ村はニャンガトムの行政管理局から 15キロ離れた所に二つの

小さな集落として存在している。ニャンガトム周辺のオモjけには橋が全く

ないため、ニャンガトム自体も交通手段が限られており、常駐している車

は行政機関が保有する l台のみで、あとはバイクが数台存在するだけであ

る5。当然コウェグの村までの移動は徒歩に限られ、彼らは必要な時は約

2時間かけてニャンガトムまで、やってくることになる。村では5常的にコ

ウェグ語で会話がされており、近隣の有力言語で、あるニャンガトム語(ナ

イロート)やムルシ諾(スルマ)6に囲まれながら、消滅することなく、現在

も生き続けている7。彼らはコウェグ語以外にマーケットなどでやりとり

をするためにニャンガトム語が少し話すことができるが、基本的にコウェ

/レギダ方言Jと呼ぶことにする。なお今回のインフォーマントは母音問でわたり吾川/を入
れる傾向にあり、彼の発音にしたがって本稿では言語名についてもコウェグ(Kowegu)語と
表記することにした。

5首都アジスアベパからニャンガトムのIl1Tまで車で行く場合は、通常のジンカ経由ではな
く、ジンマ、ミザンタファリ経由で丸 3日かけて悪路を通らないといけない。

6ニャンガトムの人口は Ethnologue第 16版によれば 14，200人、ムルシの人口は 3，280人
である。エチオピア全体が現在人口急増中で、実際にはもう少し多いと考えられる。コウェ
グも EthnoJogue第 16版では 450人となっている。

7同じくニャンガトムから 8キロ離れた所で暮らすムルレ (Murle)語は、村としてはガル
ギダ村より遥かに大きな 300人規模であるにもかかわらず、彼らの言語は自の不自由な老人
一人を残して、すべてニャンガトム諾へと言語交替している。
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グ語のみの単一言語で暮らしている80村の構成員の年齢層や男女比など

も特に偏りがなく、村には子どもたちがお人以上暮らしてお今、単一言

語生活をしていることを勘案すると、あくまで希望的観測ではあるが、将

来的にも安定してコウェグ語がこのまま話し続けちれるようにjまわれる。

一方、稗田(1993)によれば、ニャンガトムから 42キロ離れたクチュル村

局辺では近隣有力言語力ロ語(南オモ:人口 1，000人〉への言語交替が進行

している一方、コウェグ語を話すコウェグもカロ語やニャンガトム諮との

多言語使用をする能力を身につけることで死滅することなく共存してい

る。しかし筆者のインフオーマントはカ口語を全く知らないという O その

代わり、学校教青を受けているため、エチオピアの作業誌であるアムハラ

語を理解する9。オモJlIを挟んでコウェグの村と反対側に、カロの主だっ

た3つの村が存在するが、コウェグのそれぞれの村との関わりには差があ

るようである。

2 謂査方法

2011年2月と g月に fアジア・アフリカ言語読査紫(下)，P.のA語表言及び

B語粂の中にある名認 (274語)の語議調査10と先行研究 (Hieda1992)と比

較しながら文法項自の議査をした。インフォーマントは調査当時 18殺の

スィンデ氏で、発音が明瞭で、母語であるコウェグ誌の他に、ニャンガト

ム語及びアムハラ諾が話せる O 質問はアムハラ誌で行った。 2月の初期調

査結果は乾 (2011)で公子りしたが、 8月の調査で、その修正を行ったところ、

新たな音素の発見及び単語の修正があった。また今回は弁別的と忠われる

8ニャンガトム語に関しては、 2011年8月に初期調査として簡単な単語の調査と録音を
行った。吾素も単語もかなりコウェグ語と異なる言語である。調査した印象では、 4つの調
音位置(1m，n， ]1， IJ/)を揃えた鼻音をかなり多用する言語で、 Dimmendall(2007)によれば、ATR
によって母音調和もする。今後さらに調査を継続する予定であるが、今回はまだデータを提
示できる段階ではない。

9これはエチオピア全土にわたって言えることで、作業語であるアムハラ誌の勢力はどん
どんと拡大している。地域有力言語はそれに飲み込まれる形で、バイリンガルを余儀なくさ
れ、弱小言語と伺じように将来に関して安泰とは言えない。

10 11言語読査票 2000年版』としてウェブ上に公開されている東京外国語大学アジア・ア
フリカ言語文化研究所の峰岸真琴氏作成の excelファイルを利用した。峰岸 (2000)参照。
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アクセント表記も加えた。なお先行研究としてはクチュル村で調査した

Hieda (1991)にかなり詳細な単語データがある。村による方言差や年齢差

がどの程度あるのか不明であるが、今回の調査結果と異なる部分が見受け

られる 11。必要に応じて言及するが、基本的には今回の調査結果を尊重し

て、ガルギダ方言として音素および単語を提示することにする。

3 音素目録

3.1 母音

Hieda (1992)によれば、コウェグ語の母音は他のスルマ諸語の 7母音と

異なり、 5母音で長短の区別がある。本稿の結果もそれと向じであった。

なお先行研究には時々短母音が長母音で発音されることがあるとの記述が

あるが、本稿ではそれを観察して報告できる段階ではないので、間き取っ

たとおりに記述している。

母音が頻繁に隣接して生じるのもこの言語の特徴であるo lie/， lia/， /ei/， 

/ai/， /ae/， /auん/ua/， /uo/， /ou/などが観察された。その解釈としては、二重母

音か短母音の母音隣接かが考えられる。また、母音簡にわたりとして/w/

やゲが入ることがあるが、その音環境の特定には至っていなし10 ただし形

態音韻論的に母音が 3つ続く場合は、声門閉鎖畜17/が問に入る i20

表 1:コウェグ語の母音体系
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11誠査を開始したばかりの文法調査においても、先行研究と異なる特徴が見られる。

12"ha?aamba"の {ha-}が一人称接辞で r(私は)食べるJの意。
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3.2 子音

紅白血(1ヲ92)によれば、コウェグ語には 25の子音があるO それに加え

て/す/はカロ語からの信用語に現れる。また声門間鎖音171は母音閣に現れる

が、音素としての認定には至っていない。それに対して声門摩擦音治/は語

頭の位置でよく消失するが、音素として認定されている。関連して、 3人

称複数の動詞語根の語頭に191が付加されることがあるというO ただし、 Aぜ

で始まる動詞語根には付加されない。

表 2:クチュノレ方言の子音百録:Hieda (1992) 

無声閉鎖音 P す k (7) 

有声閉鎖音 b d 宅 g 

放出音 ザ k' 

入破音 6 d 

無声摩擦吾 S 

有声摩擦音 Z 

百1 n p 9 

流畜 rll 

わたり畜 IW  

本稿で調査したガルギ、ダ方言で、は、先行研究より 3つ多い 28の子膏が

観察された。閉鎖音から晃ていくと、無声閉鎖音はIp，t， (ち)， ~'， k， 71で、

門閉鎖音は同じ 2つの母音の隣接環境(wa7ati，、i]": 5413)だけでなく、異

なる 2つの母音の隣接環境 (ha7on，“wherelanywhere" : 260)、3つの母音

の隣接環境 (ha7ien，“how": 256)でも観察され、また他の子音と母音の間

(mar7anen，“dumb" : 221)にも現れるので、音素として認定できると判断

した。また/ち/が単語としては 2例観察された (n由同民“mouthtache": 16と

ちo6a，“seven": 185)が、少なくとも後者はオモ系あるいはクシ系からの借

13数字は 4節の語義リストに付ーいている『アジア・アフリカ言語調査票(下)j]の語義の番

号である。以下同じである。
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用14であり、本来の音素ではないと思われるので、( )に入れた。/す/は、

先行研究ではカロ誌からの借用語に現れるとされていたが、今回の調査で

はコウェグ語として多数(mooすえ“chin":は、 b却すa，“hen/fowIs: 62、すaat[，

“snake" : 82など)観察された。有声閉鎖、畜は/bラd，c5， g/で¥2月の初期調査

で不鮮明であった/宅/が確かに破擦音であることを再確認した。なお、先

行研究に記述がある/g/の形態音韻論的な出現については、まだ形態論の分

析が十分できていないため、確認できていなし10 今後確かめることにした

い。喉頭気流機構の畜素に関しては、先行研究に見られる/t'/が全く観察

できず、放出音と入破音の聞に調音位震における対-立がなく、かつてヤコ

ブソンが弁別特徴設定のi擦に喉頭気流音の弁日IJ特徴を“Checked"一つで十

分であると指摘したように、調音位置の前の位置で入破音、後ろの位置で

放出音が現れる、きれいな相補分布が晃られる。

次に摩擦音であるが、先行研究に記述がない音があることを確認した。

今回調査したガルギダ方言話者の発音では、先行研究で/h/あるい~j:/k/で

出てくる音素が軟口蓋摩擦音/x/あるいは口蓋垂摩擦音/χ/として現れる傾

向がある。たとえば属格(英語のいわゆる“of'に相当)を表す/ka/(例:“got

ka bai" I石の雨=震J)は軟口蓋摩擦音/xa/で、現れることが多い(例:"gongo 

xa moogu" I卵の殻J)。そしてそれは場合によってはさらに後ろの位置で

調音される。たとえば動誌の完了相は、複数形になると完了相を表す形態

素 {-ja}の後ろに無声口蓋垂摩擦音が加わり、{てJaχ}という形になる。し

たがって「好きである」という動認、aJi?i"は、“aanhanaJiija" I私は好き

だjに対して、“uwouhanaJij勾aχ"I我々は好きだ」となる15。確かに先行

研究で指議されているように語頭の位置で/h/が消失する事実もあるが、一

方で軟口蓋際鎖音の摩擦音化による軟口蓋摩擦者の出現、語末の位置での

口蓋垂の摩擦音の存在は、記述調査としてはっきりとその位置での摩擦が

確認できただけでなく、インフォーマントはその音と他の無声摩擦音との

違いを強く意識している。ガ、ルギ夕、方言話者にとってこれらの摩擦音が弁

別的であるとの認識を持つに至った。またさらに、口蓋垂の摩擦音は対応

14オモ系パスケト詰で“tabza"、クシ系オロモ語で“torba"で、ある。

15語根に i人称接頭辞 {ha-}と単数接j宅辞{-i}、捜数接尾辞{-a}が付-き、複数の場合母
音隣接でわたりの/j/が挿入されている。
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する有声音にも現れ(gaeffae， "how much" : 191)、無声口蓋垂摩擦音の存

在を体系的にも保証しているといえる。もちろんそのような音が存在する

からといって、 /x/および/χ/をふ/の自由変異音として処理することも可能

である。しかし、たとえば/XIは語頭の位置で後続する母膏がIi/の場合(xiIJ，

"this" : 24ヲ)だけでなく、後続する母奮がIa/の場合にも/XIが現れてふ/と弁

足立される (hantaラ"child": 208とxa?勾i，"female" : 225)。さらに語末の位霞

でもそれは弁別的であるい前x，"fish" : 8ヲ)。これらの事実を踏まえて本稿

では摩擦畜として 3つ音素/x人/χ/，/fflを新たに加えることを提案する。

残った音素(鼻吾、、流音、半母音)に関しては、先行研究と 1t:lJじ結果で

あった。ただし、 /11は特に語末の位置に現れた場合に注意が必要で、単子

音の場合にはすぐに麗茎から舌先を離し、重子音の場合にはしばらく議音

位置で舌先を止めておかなければならない糾1，"powderlftour" : 52とsell，

“nine" : 187)。なお、前述したとおり、インフォーマントは母音隣接の場

合わたりとして/w/をよく挿入する。その音環境は十分確かめられていな

いが、先行研究の方言とは異なる結果である。

本稿で確認できた子音の音素自録を提示しておく O なお音声学的には異

なる破擦音の系列を関鎖音の系列に含めているのは、エチオピアの言語の

喉頭気流機構の音素の振る舞いや音韻体系仁の対立を考慮したからであ

る。

3.3 アクセント

アクセントは高低アクセントで、平板、高{豆、低高、高低{氏、抵!高低、

低低高が現れる。異なるアクセントは許容されないので、弁別的に機能し

ているものと思われる。音節数が増えてくると、平板タイフ。はず、っと現れ

るけれども、現時点では低高高や高高低のように高が一部続くタイプは観

察で、きなかった。なお高低高のようにー単語内に二度高い位置が現れるこ

とは決してないので、単語アクセントが頂点表示機能を持つといえる。以

下のアクセント表記は、高のみ記号を付与して、低には付与していないこ

とを申し添える。
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表示ガルギ夕、、方言の子音日録

無声閉鎖音

有声閉鎖音

放出音

入破音

無声摩擦音

有声摩擦音

鼻音

流者

わたり音

2畜節語

白te，"breast" : 13 (平板)

karbo，“eye" : 5 (高低)

fubo，“head" : 1 (低高)

3音節語

moogu，“egg" : 61 (平板)

manik'e，“spit" : 12 (高低低)

podoro，“lip" : 1 0 (低低高)

kofolgu， "elbow" : 29 (低高低)

P 

b 

6 

ロ1

W 

(色) ぜ k ? 

d Eき g 

す' k' 

d 

S X χ h 

Z E 

n P 。
rll 

母畜が隣接する場合に、最初の母音と 2番目以降の母音で高さが違う単

語が観察され、それは下降だけでなく、上昇もある。それらを二重母音と

解釈すべきか、短音の母吾燐接と解釈すべきかに関しては、アクセントを

考慮するなら後者の方が適切なように思われる。しかし長母畜でも同じ現

象があり、その場合長母音の解釈にも影響する。今後形態音頭論的な振る

舞いを調査する中で、アクセントと母音隣接及び長母音の解釈を再度検討

することになるであろう O
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gie， "wound" : 49 (平板)

muolu， "shadow" : 161 (上昇あるいは低高)

kiem， "one" : 1 79 (下降あるいは高低)

da必I，"earth" : 146 (平板)

boolu， "ash": 150 (上昇あるいは低高)

guu， "fire" : 151 (下降あるいは高抵〉

49 

先行研究と比較した場合、全く同じ単語で異なるアクセントタイプが確

認できるので、方言差があるのか、それともアクセント自体どの程度弁別

的に機能しているかは今後の課題である。

ruwa (Galgida) I rua (Kuchur)， "body" : 47 

podoro (Galgida) / podoro (Kuchur)， "Iip" : 10 

4 語義 1)スト

語桑リストを挙げておく O インフォーマントへの質問はアムハラ語で

行ったので、対訳は英語以外にアムハラ誌も載せておく 160 Noは Iアジ

ア・アフリカ言語調査票(下)J]のA語議及びB語誌の番号である。コウェ

グ語の音素表記は音声を再現しやすいように IPAに準拠した形で挙げてい

る。コウェグ語はできる限り一例で表すようにしたが、特定が難しい場合

は r/Jで複数挙げている。その中には音交替の併も含まれる。なお、( ) 

で、括った語は、アムハラ語からの借用語でコウェグ語自体にはない。また

該当語藁がない場合は r-Jと示した。一部の語に関して、必要に応じて

ほ11注を加えているので参照されたい。

16アムハラ語表記は Leslau(1976)に準拠した。しかし放出産に関しては、文字の下にドッ
トを打ーつのではなく、 r'Jを付けることで表した。ただしドットが元々使われていない軟口
蓋放出音/ピ/は、境研IJに従って rqJで表記している。
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No English Amharic Kowegu 

head ras fubo 

2 hair s'agur ザiraaf

3 forehead g::mb訂 ロ1aan

4 eyebrow q::mddb cfuom ka karbo 

5 eye ayn karbo 

6 tear dnba tf'irao 

7 ear goro nabu 

8 nose afdnc'a (制ru1)

9 mouth af tog 

10 lip kanfar podoro 

11 tongue mdlas kaat 

12 spIt mdraq manik'e 

l3 tooth Iteeth t'drs mgl 

14 chin agaと' mooすa
15 cheek gunc' baIJga 

16 moustache nz n古ku色

17 face fit woti 

18 neck angat bol古

19 throat gurorro k'oru1) 

20 shoulder tdkassa kapana 

21 back 言語rba kutkut 

22 WaIst wagab iliko 

23 buttock qit' tacfa 

24 chest darat k'ak'om 

25 breast t'ut ute 

26 belly hod k柱aIJ

27 navel dmbdrt gungus 

28 arm kind buwa 

29 elbow kdm kofolgu 
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No English Amharic Kowegu 

30 hand 3きき buwa 

31 finger t'at buw会17

32 nail lfingemail Iclaw t'dbr fuk'am 

33 leg Ifoot dgdr 宅ap

34 knee gulbat kuwam Ibuk'o 

35 liver 忠lbb益t noxo 

36 heart ldbb fan 

37 guts c、-a日gg山H 訂ra kabUlJl8 

38 skin 司oda kati 

39 sweat Iperspiration lab usuma 

40 自lthIgrime Idirt dddf dおcald会ka

41 pus m益gdl m台Q)ugu

42 hair s'a思1I ずII立afl守

43 fat Igrease ロ10ra faga 

44 blood dam nIabu 

45 bone at'dnt gitj'i 

46 flesh sdga aruIJ k'ula2o 

47 body 品位! れれ;va

48 diseases lillness Isickness hdmam burk'i Idemen2J 

4ヲ wound qusdl gie 

50 medicine m益dhanit deefa 

51 nce ruz (ruz) 

52 powder Iftour duqet cfil 

17指と手を区別しない。ただしそれぞれの指には、 "buwataずj"r親指J、“buwalansa" r人
差し指」、“buwamakinsa" r中指j、"buwaojdisa" r薬指J、"k'ambi"r小指Jという言い方が
存在し、人差し指から薬指までは数字の 2から 4で区別し、小指は「両親がいなしリの意
味となる。なおこの数字の 2から 4はオモ系からの借用である。

18"antit ka 同aI;j"は「腹のi臓器Jで、内蔵一般の意。

19後ろに身体の部位を付ーけて区別する。

20“k'ula"は「生の」で、「生の肉jの意。

21前者は病名、後者は病人の場合。
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No English Arnharic Kowegu 

53 salt C'aw sook'o 

54 oil zaydt wa?ati 

55 liquor /wine mat'atラ ロlatmen

56 tobacco tdmbaho dambo 

57 taste Iflavor maqmas faamalk' 

58 smell /scent /odour sitta naarirenつ“つ自由

59 food mdgdb da?ano 

60 meat sdga aruIJ ige23 

61 egg dnqulal moogu 

62 hen /fowls doro baaすa

63 bird waf kubar 

64 wmg kdnf kooli 

65 feather /plume laba sile 

66 nest goggo to?o ka kubar 

67 beak /bill manqur tog ka kubar 

68 horn qand 

69 beef Icow /bul1 bare /lam bi24 

70 knife /penknife billawa とbbel

71 sword sdlat ebbel tatf'i 

72 blade /edge gorade hatf'ari 

73 pole /bar /stick battdr fark'i 

74 bow dagan taaru号

75 arrow qast forg也

76 lance /spear 1'orr par 

77 thread kdrr kire 

78 needle marfe (marfe) 

22さらに "maa宅en"が「くさいにおいj、“gaamen"が「いいにおいJの使い分けがある。

23"ige"は「料理の」の意。

24雌牛 (oxlbull)は“bi宅umぺ雌牛 (cow)は、“biaIJi"で、ある。



一殻言語学論議第 14号 (2011) 53 

No English Amharic Kowegu 

79 clothes Iclothing bbs apala 

80 paper waraqat (warak'at) 

81 thing nagar okと

82 snake dbab す主主ぜ

83 worm linsect ぬl gi60 

84 fly Zdmb ザuず也nte

85 mosqmto bimbi m会nki

86 flea 司undcc'a tubo 

87 louse 司dmal k'asa 

88 ant gundan ぜ'ilo25

89 fish asa artとx

90 shellfish 一_26

91 animal ::;msdsa dabi 

92 hunting ad訟1 adma 

93 net marab J1ep也台tとi

94 dog wdssa kieni 

95 rope g益mad kaja t柑i27

96 stnng sibago kaja cfiini28 

97 sheep bag madir 

98 horse faras parda 

99 plg asama tf6pu 

100 tail きdrat kuur 

101 おr/wool yawre tsagur tf'iraaJka dabi 

102 fur silliとa cfapa 

103 sack /bag karat'dt laama 

25なお蟻の大小を問題にする場合は、“opo"i大きな蟻J、“gula司a"i小さな蟻Jの違いが
ある。

26アムハラ語にもコウェグ語にも対応する語設が存在しない。

27 i太い紐jの意。

28 i細い紐」の意。
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104 pan Ipot masaro 宅ucfiini29 

105 kettle mabya 宅utaすi

106 Jar barmel (ちuka ojfo 

107 j訂 Ipot dnsra to'anda 

108 roof t'ara faala 

109 waII gdrgddda k'olf'ur ka to'o 

110 window maskot pulta 

111 door mazglya apピik

] 12 house Ihome bet to?o 

113 vehicle Icar makina ka1]ke 

1 ]4 vessel/ship markab 9a91 

115 weIl yawuha gudgWad ha9in ka mua 

116 business Ijob Iwork Itask sdra waadima 

117 money ganzab antItl 

117.1 change (N) maIs (mals) 

118 tree zaf faari 

119 stem Itrunk gdnd tuma 

120 branch qdrdnc'af anti 

121 grass sar fulf'u 

122 stalk agada wollf'a 

123 root sdr kinei 

124 leaf 弓dt'al k'ak'ten 

125 古owerIblossom ababa 色合fimilola30 

126 fruit Inut fdre karbu 

127 seed zar 6enta 

128 bark Iit'ac' 901]90 

29“宅uka akinen"で、「料理の鍋」の意。

30前者が「一つ一つの個別の花j、後者が「一般総称の花」の意。
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128.1 cover きifan gOIJgo xa moogu31 

12ヲ rice-field irsa haam古

130 grove Icopse Iwoods c'a!dくa duui 

131 forest dur zeebri 

132 way lroad m益ngad guwar 

133 hole Ipit gudgWad oolo 

134 bridge dgldgy (dildi) 

135 nver wanz dara 

136 mountam tarara gaag 

137 field meda 6al 

138 plain meda 6a132 

139 pond kure 6也ul也

140 lake hayq ]1apお

141 sea bahgr (bahir) 

142 island daset 

143 water wuha ロma

144 lce bar益do (barado) 

145 stone dgngay bai 

146 earth mari:it daali 

147 sand as益wa bai aiJaiJi33 

148 dust tgbbiya bubuni 

149 smoke t'is す'台bbi

150 ash am泌 boolu 

151 自re gsat guu 

152 wind nafas pugu 

152.1 breeze laslassa nafas puguJ古k'a

31 リrgの殻jの意o "goIJgo xafaari"で、「木の皮J、“gOIJgoxa gie"で、「傷の皮Jの意。

32“kuupi 6al"で「革のない平野Jの意。

33“gailimi"は、「ぬれた砂」、“iet.f'i"は「砂山」の意。
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No English Amharic Kowegu 

153 cloud dammana luup 

154 fog gum 1f'iiず6

155 ram zdnab got 

156 snow barado got ka bai34 

157 sky samay poola 

158 rainbow qasta dammana ziilli 

159 sun s'ahay J色合J

160 moon Cラaraqa tigef 

161 shadow t'dla muolu 

162 star kokab biili /eezin35 

163 day qan j迎合

164 daily /everyday baYdqanu fu古tj"ol
165 week sammdnt J台古色o6a36

166 month war tigef 

167 year amat bon 

168 mornmg t'a¥ヘ1at cfaam 

169 afternoon kasa' at bah W ala makek'ai 

170 evenmg mdssdt k'ai 

171 night lalit mikir 

172 yesterday tdnant glagoI] 

173 tomorrow naga cfaamu 

174 today zare JuUIJ 

175 now ahun gaan 

176 when mace aamm 

177 what time is it? sdnt sa'at naw? rooro gae H'ae? 

178 hour /time sa'at rooro 

34 r石の雨」から「霊」の意。コウェグ語が話されている地域では雪は降らない。
35“biili"は「大きな星J、“eezin"は「小さな星」で、大きくても小さくても星が集まってい
る(星座)場合は“wantf'o"という。

36返!という概念はないので、 r7日」という表現でしか表せない。
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179 one and kiem 

180 two hul詰tt cfaxa 

181 three sost 宅ien

182 four arat 主hur

183 five aロ1立1dSt すon

184 SlX sddddSt lax37 

185 seven s託bbat tso5主

186 eight Sdロ1mdnt lOlJkai 

187 nme z設t'ann sell 

188 ten assdr tomon 

189 twenty haya lama tam 

190 hundred mato ぜi5

191 hO¥v much mdn yahdl gae Hae 

192 how many sdnt gae Hae 

193 half gdmmas 宅oogi

194 a1together /a11 /whole hullu paila 

195 some andand kiem kiem 

196 number qut'dr komnen 

197 age ddme bon 

198 (first) time (and) gize (きおlen/kuuneni (kiem) 

lヲ9 husband bal U口1a

200 wife m1st nIaIJ 

201 marnage gabdむとa a?alJkau 

202 father abbat fubun 

203 mother dnnat 宅uwane

204 grandfather ayat kaakine 

205 grandmother set ayat apm 

206 son wand ldg hanta xa宅umu

371~5 と 10 はコウェグ語本来のものであるが、それ以外の 6 以上は、オモ系あるいはク
シ系からの借用語である。
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No English Amharic Kowegu 

207 daughter set ldg hanta xa igaJi 

208 child hds'an hanta 

209 young gdlgal ooto 

210 grandchild yaldg ldg biiza 

211 elder brother tallaq tf' ine tatfi 

212 elder sister dhdt tf'in tatfi 

213 younger brother wanddmm tf'ine cfiini 

214 younger slster tannas ずincfiini 

215 brother wanddmm tf'ine38 

216 slster dhdt tf'in 

217 family beta sab urguw勾iU39

218 friend /mate guwade五五a arija /ba'ida 

219 quarrel t'dl / C'dqdとと'dq luk 

220 force /strength /power /might hayl kanta 

221 dumb ddda toganeken /mar?anen 

222 deaf danqoro li6o /nabu mar?anen 

223 blind dWWdr karbo mar?anen 

224 male wand 宅也mu

225 female set xa?勾i

226 person /man /one saw ur 

227 1 (1 st per. sg) dne aan 

228 you (2nd per. sg) anta/anCI iin /iIJ句

229 he (3rd per. sg.) drsu 11] 

230 she (3rd pe工sg.) drswa iIJki 

231 we (1 st per. dual incl) dnna uwou 

232 you (2nd per. pl.) dnnanta リ0

232 you (2nd per. dual) 

38“kegal]"は複数を表す。

39 r私たちの人Jの意。



一般言語学論議第 14号 (2011) 59 

No English Amharic Kowegu 

233 they (3rd per. pl.) dnnassu gItae 

234 they (3rd per. pl.) 

235 oneself /self rasu naani40 

236 else /other yalabal品zziya IIJk'a 

237 who man hおmin

238 name/五rstname sdm roIJ 

239 name Sd行1 rOIJ 

240 letter d員bdabbe (dabdabbe) 

241 vOlce 司al kija宅a

242 sound ddms' waen 

243 language /speech 司WanqWa tog 

244 mind /heart mastowal k'aabien 

245 god dgzi' abdher b訂ijo

246 feast /festival ddggdS tontoro 

247 village mand益r/sa詰r 6orok 

248 town katama (katama) 

249 this (one) ydh XllJ 

250 It ya 

251 that (one) ya lIJ 

252 which one yatd員品aw na 

253 what 行1dn 0011 

254 why !益mdl1 nal1dahao 

255 these (ones) dnnazzih gita号

256 how dndamdn ha?ien 

257 here dzzih oIJ 

258 there bazziya ham 

259 that place /over there mado iIJkaam /iIJka ham 

260 where /anywhere yat ha?on 

40所有形で表す。“naani"は「私の」の意。
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No English Amharic Kowegu 

261 this way bazzih ga ketaan 

262 that way bazziya ga ke bakun 

263 away /that way bazziya ga ke bakun 

264 where bayeti長話aw ke na 

265 place /location bota bakki 

266 left gra warkata 

267 right qann buon 

268 合ont fild白t lemen 

269 back bdsta garba kutkut 

270 inside Iinward Iinterior Wdst' 虻101)

271 out /outside /exterior WdC suun台k

272 space bota bak古9

273 up lay doojok 

274 down taとと xirk 
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Toposa 

密1:コウェグ語地域(Ethnologue第 16版より)
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The phoneme inventory of the Galgida 

dialect of Kowegu 
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The purpose of this paper is to c1ari今thephoneme inventory of Kowegu， a 

language spoken in the area along the Omo river in the South Westem pa抗 of

Ethiopia. The Kowegu belongs to the south-east Surma group within the Surmic 

languages in the Nilo-Saharan phylum and is a very small language numbering 

about 550 individuals. 

The vocabulary list used by this paper is based on the Linguistic questionnaire 

for Asia and A合icapublished by Research Institute for Languages and Cultures 

of Asia and Africa (ILCAA). 

The Galgida dialect of Kowegu has 10 vowels and 28 consonants. There is a 

contrast between long and short vowe1s. There are four series of stops -voice“ 

less plosives， voiced plosives， ejectives， and implosives. The Galgida dialect is 

different from the Kuchur dialect in that there are velar and uvular fricatives. The 

phoneme inventory is as follows. 

Vowels: 

/i， e， a， 0， u/ 

/ii， ee， aa， 00， uu/ 

Consonants: 

Stops: /p， t， (色)，払 k，?/ 

/b， d， (ち， g/ 

/tf， k'j 

/6， cf/ 
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Fricatives: Is， J， x，χラhl
/z， Jfl 

Nasa!s: 1m， D， ]1， 1]1 

Liquids: Irラ 11

GIides: Iw， jl 
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